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l.0 概要

IIF/VIIIF SWR Analyzer

注重 : この製品を使用する前に、2.0章を読んで下さい。アンテナ端子へ間違つた電源

供給電圧や過大な外部電圧を加えると、この製品が故障する場合があります。

製品の説明

MF」 -259B RFア ナライザーは、小型電池で動作するRFイ ンピーダンスアナライザー

です。この製品は、4つの基本回路 :1.8-170MHz信 号発生器、周波数カウンター、5

0オームRFブリッジ、8ビ ットマイクロコントローラーで構成されています。多種多様のアン

テナに適用できるインピーダンス測定器です。また、本製品は同軸ケーブルの伝送ロスや、同軸

ケーブルの開放点や短絡点までの距離の計測機能も備えています。

MF」 -259Bは 、主に50オームのアンテナや給電線の解析用として設計されていますが、

数オームから数百オームのRFイ ンピーダンスの測定もできます。また、信号発生器や周波数カ

ウンターとしても利用できます。インピーダンス測定のレンジは、6つの重複したバンドからな

り、その周波数範囲は1.8か ら170MHzで す。

1.1 測定精度に関する説明

安価なインピーダンスメーターには限界があります。この限界に関するいくつかの共通の問題

と原因は次のとおりです。

測定誤差 計測値の誤差は、以下の3つの基本的な原因によるものです。

1.)外部のRF信号源から侵入する信号。一般的に、強力なAM放送局。

2.)ダイオー ド検波器とA/D変換器の誤差。

3.)接続端子のインピーダンス、端子の接続状態、リー ド線の長さ。

多くの実用的な低コス トインピーダンスメーターは、広帯域検波器を使用しています。実際に

多く使用されているアナライザーに広帯域検波器が利用されている理由は経済性です。狭帯域検

波器を使用するには、検波システムに少なくとも 1つの選択性利得がある安定した受信機を備え

る必要があることから、非常に高価なものになります。狭帯域検波器を使用すると、アンテナ・

アナライザーやインピーダンスアナライザーの価格は、一般的なユーザーが欲する価格帯をはる

かに越えたものになります。

広帯域検波器は帯域外の外部電波にも高感度であり、この帯域外の妨害波の問題を解決するの

は簡単ではありません。ローパスフィルターやバンドパスフィルターは、異なった周波数上で変

化するインピーダンスを持つ給電線のような振舞いをすることがよくあります。ローパスまたは

バンドパスフィルターは、給電線の区間を付け加えるように、インピーダンスとSWRの測定値

を変化させます。フィルターに起因するインピーダンス変化は、この製品を使用する上で大きな

制約となります。

この問題の 1つの解 (しばしばユーザーに言及される)は、内部発信器の電力を増加させるこ
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とです。残念ながら、高調波が出ない広帯域VFOシステムをきれいに動作させるための電力は、

電池の寿命を著しく消耗させます。高調波歪が少ないテス ト信号を発生させるために、この製品

は トータルの電池電流 (150mA)の 70%以上で使用してください。

多くのRF妨害問題は、低い周波数での高出力AM放送波を大きなアンテナ (特に、 160m
の垂直アンテナ)に給電することによって起こります。MFJは 、1.8か ら30MHzの 間の

測定に影響を与えずに不要な周波数の信号を減衰するように調整したフィルターを提供していま

す。この調整されたフィルターを適切に使うことによって、外部の妨害を減衰させ、測定上の影

響をなくして目的の測定を行うことができます。

部品の制約が誤差の別の原因となります。非常に小さい電圧でのダイオー ド検波は非線形にな

ります。MF」 -259Bの 正確性は、マッチング補償ダイオー ドを用いた特殊なマイクロ波ゼ

ロバイアスショットキー検波器によつて高められています。それぞれのユニットは、高低両方の

インピーダンスで可能な限り直線性を得るために個々に補償し合い、主要な制約事項であるA/D
変換器の誤差の 1/2パーセントを改善します。

接続線の長さも別の問題です。ブリッジやブリッジと出カコネクタにおける部品間の接続線の

長さが、特にインピーダンスが非常に高いか非常に低い場合、測定値を変化させます。MFJ―
259Bは 、ほぼ長さゼロのリー ド線長を用いた表面実装低キャパシタンスマイクロ波部品を使

用することによってこの問題を最小限にしています。

正確な数値として信頼性の範囲外の読み値を表示する装置とは異なり、MF」 -259Bは デ

ィスプレイに警告を表示します。もし、ディスプレイに Z>650と 表示されたならば、イン

ピーダンスは650オームより大きいか、正確な測定範囲外にあることになります。

1.2 -般 的な使い方

MFJ-259Bは 、次のような調整、試験、計測に利用することができます。

アンテナ :

アンテナチューナー :・ ・・・・・・

リニアアンプ :・ ・・・・・・・・・

同軸給電線 :

フィルター :

トラップ :

同調回路 :

SWR、 インピーダンス、リアクタンス、共振周波数お

よびバン ド幅

SWR、 バンド幅および周波数

入出力回路、チョーク、サプレッサー、 トラップおよび

部品

SWR、 線路長、速度係数 (短縮率)、 概略のQと損失、

共振周波数およびインピーダンス

SWR、 減衰と周波数範囲

SWR、 概略の Q、 共振周波数、バンド幅、インピーダ

ンス

共振周波数と概略のQ
共振周波数と概略のQ
容量と自己共振周波数

4

小型コンデンサー :
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RFチ ョークとインダクター :・ ・・

送信機と発信器 :・ ・・・・・・・・

HF/VHF SWR Analyzer

自己共振周波数、直列共振と数値

周波数

MFJ-259Bは 、次の計測と表示ができます。

ケープル長 (feet)

ケーブルロス (dB)

キヤパシタンス (pF)

インピーダンス位相 (度 )

インダクタンス (μ H)

リアクタンスまたはZ(Ω )

共振 (MHz)
リターンロス (dB)

信号周波数 (MHz)
SWR(50Ω を基準)

比較的低歪 (高調波が-25dB以
で供給 します。MFJ-259Bの

インピーダンスまたはZ値 (Ω )  抵抗またはR(Ω )

MFJ-259Bは 、非精密信号源として使用できます。

下)の信号を50オームの負荷に約3Vpp(約 20mW)
内部信号源のインピーダンスは50オームです。

豊童 : MFJ-259Bの 性能および正しい測定方法についてのさらなる解説については、測

定したい項目に関する章を読んでください。さまざまな応用例を目次に示しています。

1.3 周波数範囲

周波数スイッチで次の周波数選択ができます。 (各 レンジはバンド外に少し重複 しています。)

1. 8-4MH2 4-10MH210~27MH2 27-114MHz l14-170MHz

2.0 電源

この製品をいずれかの電源に接続する前に、この章を読んでください。不適切な接続や、間違

つた電圧は、この製品を故障させることがあります。

2.1 外部電源

MFJは 、外部から電源供給できるMF」 -1315を オプション電源として用意 しています。

この電源を推奨します。

本製品を使用、操作する場合は、電源電圧を 11ボル ト以上、16ボル ト以下にしてください。

「siOep modo」 や「OFF」 の時の電圧 (本製品へ電源供給が少なくなる時)の最高

値は、 18ボル トです。供給電源は適度に平滑化されていることが必要です。供給電源のプラス

線は接地しないでください。

MFJ-259Bは 、外部の低圧DC電源 (MF」 -1315 ACア ダプターを推奨)を使用

することができます。理想的な供給電圧は、DC14.5ボ ル トですが、この製品は 11か ら 1

8ボル トの範囲で動作可能です。電流値は最大で150mAで す。(電池を使う場合は、必ず電池

装着に関する記述を読んでください。)
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MF」 -259Bに は、RFコ ネクタの近 くに凹型 2.lmmの 電源ジヤックがあります。

のジャックには、「 POWER 12VDC」 のラベル表示があります。

電源ジヤックの外側の導体はマイナスで、中心導体がプラスです。

「POWER 12VDC」 に電源プラグを挿入すると、内部電池からは電源が供給されなくな

ります。内部電池は、電源プラグを挿入すると電源として動作しなくなりますが、 トリクル充電

は行われます。

警告 : 逆の極性または過大な電圧を加えると、MF」 -2598が 故障または破損すること

があります。決して18ボルト以上の電圧印加やACまたはプラス接地の電源を使用

しないでください。

2.2 内蔵電池の使用

最初に電池を取り付けるとき、内部の小さな黒いプラスチックのジャンパーが正しい位置に装

着されているかチェックする必要があります。電池セット用ジヤンパーは、装置の中の電源コネ

クタとOFF-ONス イッチ近くの場所にあるプリント基板の上にあります。このジャンパーは、

MFJ-259Bの 両側の8本のねじを取り外すと触れることができます。カバーを止めている

ねじを外した後に、裏面カバー全体を取り外してください。黒いプラスチックのジャンパーは、

3本隣接しているピンの2本に差し込まれています。これを、使用する電池のタイプ (充電式か

非充電式かのいずれか)の正しい位置に差し込んでください。

電池の交換は、MF」 -259Bの 小さな裏パネルを外して行つてください。電池カバーは、

2個のフィリップヘッドねじで固定されています。

2.3 充電可能な単三電池の使用

警告 : 発電可能な電池が取り付けられている場合は、13ボル ト以下の外部電源の使用を避

けてください。もし、外部からの供給電圧が低すぎると充電が行われず、最終的に電

池が放電してしまいます。電池を充電するには、MFJ-259Bの 電源スイッチを

切つて、フル充電するための十分な時間 (少なくとも10時間)を持つことを推奨し

ます。

充電可能電池を使用するとき、外部電源は 14から18ボル トで供給できるものを使用してく

ださい。内部の充電システムをとおして流れる電池の充電電流は、 10～ 2 0rnAで す。MFJ
-259Bの 電源スイッチがOFFに なつていても、適切な外部電源が供給されておれば内部の

充電器が内臓電池をトリクル充電します。MF」 -1315は 、電源供給器としての必要事項を

すべて満たしています。

充電可能電池を使用するときは、カバー内部にある黒いプラスチックのジャンパー (基板の裏

側にある外部電源ジヤックの近く)を正しい位置にセットしなければなりません。正しい位置に
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セットされていない場合は、電池が充電されません。電源ジヤックの近 くにあるプリント基板上

にある充電用ジャンパーを下図のようにセットしてください。

<  Charger enabled

ON      OFF

2.4 単三乾電池の使用

高品質のアルカリ電池を使用するようにしてください。普通の乾電池でも良好に動作 しますが、

高品質のアルカリ電池は、液漏れなど装置を故障させるリスクが少なく、長時間使用できます。

どのような非充電式の乾電池でも、弱くなつたらすぐに交換 してください。この装置を長期間 (1

ヶ月以上)保管する場合は、電池を取り外しておいてください。

警告 : 非充電式乾電池を使用する時は、充電システムが働かないようにしておいてください。

非充電式電池を使用するとき、電源ジヤックの近くにあるプリント基板の裏側にあるジャンパ

ーを以下のようにセットしてください。

GHARGER

<  Charger enabled

ON OFF

2.5 ′1ワーセーブモー ド (ス リープモー ド)

MF」 -259Bの 消費電流は、約 150mAで す。

内部の「Power saving」 モー ドを使用することにより、電池の寿命を延ばすこと

ができます。「Sieeping」 状態での電池電流は、15mA以 下です。もし、2分の間にモ

ー ドスイッチを切替えず、周波数を50KHz以 上変えなかったら、パワーセープ (ス リープ)

モー ドに入ります。スリープ状態になつた場合、下に示すように、ディスプレイの右下に「SL
P」 の表示が点滅します。

7. 1598MHz 3. 7

R=38 X=61 SLP

GHARGER

装置 をパ ワー セー ブモー ドか ら元 に戻す には、「 MODE」 または「 CATE」 ボ タ ンを短 く押



MFJ‐ 259B Instruction Manual HF/VIIF SWRAnalyzer

してください。

パワーセーブモー ドを無効にするには、電源を供給する前 (または、「POWER」 ボタンを押

す前)に、「MODE」 ボタンを押したままにします。「MODE」 ボタンは、画面に著作権表示

が現れるまで押し続ける必要があります。

パワーセープモー ドを無効にすることに成功した場合、「MODE」 ボタンを放すと暫くの間、

次の表示が出ます。

Power Savlng OFF

3.0 メインメニューと表示

警告 : この製品のアンテナ端子には、決してRFまたはその他の外部電圧を加えないでく

ださい。この製品には、ゼロバイアスの検波ダイオー ドが使用されているので、外

部電圧によって損傷を受けることがあります。

3.1 -般 的な接続 ガイ ドライ ン

MFJ-259Bの 上部のアンテナ端子 (SO-239型 )は、RF計測用出力端子です。こ

の端子は、周波数カウンターモー ドを除いて、SWRまたはその他のRF計測に使用します。

「POWER」 端子 (2.lmm型 )については、2.0章に記載しています。間違つた電源

を供給すると、この製品が損傷することがあるので、この製品を使用する前に2.0章を読んで

ください。

「 FREQUENCY COUNTER INPUT」 端子 (BNC型 )は、周波数カウンタ

ーのみに使用 します。

注意 : MF」 -259Bで 使用 している起動時の表示や初期メニューは、以下の説明を参照 し

て ください。また、この製品は応用利用者のために 4.0章 があります。

3.2 起動表示

「 POWER」 スイッチを入れた後、または「 POWER」 スイッチが入 つている時に外部電

源を供給した後、ディスプレイに連続したメッセージが出ます。

最初のメッセージはプログラムのパージョンで、この「VER」 番号はソフトウェアのパージ

ョンを指します。

MFJ-259B
Ver.2.00
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注意 : 電源を供給する前、または電源スイッチをオンする前に、「MODE」 ボタンを押し著作

権 メ ッセー ジが表 示 され るま で「 POWER」 ボ タ ンを押 し続 ける と、次 に 「 POWE
R SAVING OFF」 の メ ッセー ジが表 示 され ます 。 この メ ッセー ジは電圧 チ ェ

ックの前に現れます。このメッセージにより、パッテリーセープ (ス リープ)モードが

解除されたことが確認できます。

3番目のメッセージは電圧チェックです。これは、電池の充電電圧または外部供給電源電圧の

表示です。

Voltage   Low   9.5V

■

最後の電源起動表示は、3.2章 (イ ンピーダンス R&X)以 下で説明する測定の結果です。

MF」‐259B Instnction Manual HF/VHF SWRAnaly“ r

Voitage   OK   14.7V

■■■■■■■■

端子に接続された負荷のSWRと インピーダンス

「MODE」 ボタンを放 した後に、新 しいモー ドの

5つのメイン (または開始)メ ニューのモー ドは

2番目のメッセージは、ソフトウェアの著作年です。

2つのパネルメーターは、「ANTENNA」
です。

「MODE」 を押すとモードが変わります。

正しいデータがディスプレィに表示されます。

以下で説明します。

3.3 メインモードの説明

通常、メイン (または開始)モー ドが動作中に「MODE」 ボタンを押すと、MFJ-259
Bの表示モー ドが変わります。モー ドを変えると、計測モー ドが数秒画面に表示されます。 5つ
の表示モー ドを以下に説明します。

インピーダンス R&Xは、電源を入れたときの最初のモー ドです。このモー ドでは、MF」 一

259Bの LCD(液 晶ディスプレイ、数字と文字を表示)に、MHzで の周波数、SWR、 負

荷インピーダンスの抵抗分 (R=)、 そして負荷インピーダンスのリアクタンス分 (X=)が表示

されます。インピーダンスメーターは、合成インピーダンス (Zオーム)、 そしてSWRメーター

にはSWRを表示します。

IMPEDANCE

R&X
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同軸ロスが 2番目のモー ドで、「MODE」 ボタンを 1回押すとこのモー ドになります。液晶デ

ィスプレイ (LCD)に は、試験周波数と50オームの同軸ケーブル、50オームのアッテネー

ター、50オームの トランス、またはパラン (差動電流のみ)のおおよそのロスを表示します。

このモー ドにおいては、試験中の 50オーム機器やケーブルの速端を負荷抵抗で終端しないで下

さい。もし、試験中の機器が終端されていると、測定したロスは実際より大きくなります。

キャパシタンス pFが 3番目のモー ドです。LCDに は、測定する周波数とリアクタンス (X
c=)がオームで、キャパシタンス (C=)がピコファラッドまたはpFで表示されます。イン

ピーダンスメーターには、リアクタンスがオームで、SWRメ ーターにはSWRが 表示されます。

インダクタンス μHが 4番目のモー ドです。デジタルディスプレイには、測定周波数、容量性

リアクタンス (XI=)がオームで、インダクタンス (L=)がマイクロヘンリーまたはμHで

表示されます。

周波数カウンターは、5番目のモー ドでメインモー ド最後の機能です。「 FREQUENCY C
OUNTER INPUT」 と表示されているBNC端 子に、測定 したいRF源を接続 してくださ

い。この測定端子の感度の範囲は、 1.7MHzに て 10ミ リボル トか ら180MHzに て 10
0ミ リボル トです。周波数カウンターは lMHz以 下で使用するようには設計 されていません。

「CATE」 ボタンは周波数カウンターのゲー ト時間を制御します。ゲー ト時間を長くすると、

表示される桁数が増え、カウンターの分解度が増加します。

Freq. Counter

14.15MHz  O.01s

Freq. Counter

21.324MHz  O.ls

Freq. Counter

144.2389MHz  ls

Freq. Counter

警告 : 周波数カウンターのBNC端子には、ピーク電圧2V以上またはDC電圧などを決

して供給しないで下さい。

3.4 ディスプレイ警告「VOLTAGE LOW」 点減

もし、供給電源または電池の動作電圧が 11ボル トよりも低ければ、「VOLTAGE LOW」
の点滅警告が表示されます。低電圧が警告されている間に、「MODE」 ボタンを押すと警告が無

効になり、以下のように低下電圧値が表示されます。 11ボル ト以下の供給電圧で測定したとき

は、測定値の信頼性が低くなることがあります。

Voltage Low 9.5V

4.0 メイン (または開始)モー ド
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警告 : この製品のアンテナ端子には、決してRFまたはその他の外部電圧を加えないでく

ださい。この製品には、ゼロバイアスの検波ダイオー ドが使用されており、数ボル

トを超える外部電圧により簡単に破損します。この製品を操作する前に、2.0章
の記述に従い供給電圧が適切であることを確認してください。

MF」 -259Bに より提供される情報を理解するには、給電線やアンテナの動作、用語の基

本的な理解が非常に重要です。ARRLハ ンドブックにこれらほとんどの解説が用意されており、

アマチュアの利用には十分です。うわさや未編集、不完全、自己流のハンドブックまたは記事に

たよるのは避けてください。

4.1 -般 的な接続ガイ ドライン

MFJ-259Bの 上部にある「ANTENNA」 端子 (SO-239型 )は、RF測定用の

出力端子です。この端子は、周波数カウンターモー ドを除いてSWRや 他のRFイ ンピーダンス

測定に使用します。

警告 : アンテナ端子には、決して外部電圧やRF信号を加えないでください。

適切なRF接続を行うことを忘れないでください。50オームの同軸系以外の部品やシステム、

デバイスを測定するときは、可能な限り短いリー ド線を使用してください。50オームの同軸シ

ステムやアンテナ測定するとき、相互に接続する給電線によってインピーダンスやSWRに変化

があるかもしれません。測定誤差を避けるために品質の良い50オームの同軸ケーブルを適切に

使用してください。

4.2 アンテナのSWR

アンテナまたはアンテナチューナー入力のSWR測定 :

a.)も し、直流接地の給電線を使用していないアンテナであれば、瞬間的にアンテナ線のシール

ドと中心導体を短絡してください。これにより、MFJ-259Bの ゼロバイアス検波ダイ

オー ドが静電気で破壊するのを防止できます。

b.)す ぐにア ンテナ線 をMF」 -259Bの 「 ANTENNA」 端子につなぎます。 (非直流接

地給電線の場合 )

o.)「 FREQUENCY」 つまみ を周波数 レンジにセ ッ トします。

d.)デ ィス プ レイを見なが らMF」 -259Bの 「 POWER」 スイ ッチを入れます。電池の電

圧表示が 11ボルト以上16ボルト以下ならばOKです。
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o.)メ インまたは開始モー ドの開始メニューとして、LCDに周波数、SWR、 抵抗値そしてリ

アクタンスが表示され、アナログメーターにSWRと インピーダンスが表示されます。この

モー ドでは、システムインピーダンスの抵抗値 (実数部)と リアクタンス (虚数部)がオー

ムで表示されます。

7.1598 ‖Hz   3.6

R=153  X=62  SWR

14.095 MHz  Z〉25

R(Z〉650)    SWR

f.)目 的の周波数が表示されるか、もっとも小さいSWRが見つかるまで、「TUNE」 つまみ

を調整してください。

ア ドバンス (上級)ア ンテナ測定モー ドは、5.0章に記載されており利用可能ですが、これ

らを十分理解できなければア ドバンスモー ドの利用は避けた方が良いでしょう。ア ドバンス機能

の多くは、メインまたは開始モー ドメニューで提供される基本情報とは表示方法が異なります。

アンテナのヒント :

ディスプレイの読みは、MF」 -2598が アンテナシステムに接続されている点におけるS
WR、 インピーダンスと共振周波数です。この製品が接続されている点のインピーダンスと共振

周波数 (リ アクタンスがゼロを横切る周波数)は、アンテナ自体の共振周波数ではないかもしれ

ません。

この製品 (または他のインピーダンス測定装置でも)は、アンテナとMF」 -259Bの 間の

給電線や他の部品が変換器の働きをして変化する送信ラインのアンテナインピーダンス、50オ
ームSWR、 そして共振周波数を表示します。もし、給電線が 50オームならば、長くて損失が

大きい給電線においてSWRがわずかに小さく表示される場合を除き、この製品はアンテナの真

のSWRを表示します。

1.)共振周波数はリアクタンスがゼロオーム、または、MFJ-2598の 表示がゼロオームに

近いケースです。抵抗は共振と何の関係もないので、共振周波数は最も小さい値を示すSW
R(これらは同じであつてもよいが)の点ではありません。最も望ましい負荷は、リアクタ

ンスがない (共振)点である必要はなく、SWRが最低になる負荷です。

2.)50オームのインピーダンスは、抵抗とリアクタンス成分により合成することができます。

もし、インピーダンスが50オームであっても、リアクタンスがインピーダンスの一部また

は全部を占めているような場合、SWRは 1.0にはなりません。よくある (しかし、間違

い)誤解に反して合成インピーダンスが50オームであっても、負荷がリアクタンス性であ

れば、完全に1:1の SWRを得ることはできません。

良い例 は、ほぼ純粋 な リアクタンスの 50オ ーム負荷です。イ ンピー ダンスメー ターの読みが

50オームであって も、MF」 -259Bの LCDは 、 R=O X=50を 示 します。 リアクタ

ンス性 50オ ームのイ ンピー ダンス負荷 は、信号源か らの電力を全 く吸収 しないので、 SWR計
はオーパー フロー (SWR>25)し 、ほぼ無限大の SWRに な ります。
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3.)も し、完全な給電線が正確に電気的半波長またはその整数倍にカットされているなら、これ

は帯域内にある周波数における真の半波長の整数倍です。わずかに異なつた周波数において、

給電線はアンテナの真の給電インピーダンスを現します。給電線が損失なく正確に 1/2波長

の整数倍であればインピーダンス透過です。波長に対して長い給電線は、長さにクリチカル

になり、あまり正確な測定にはなりません。

4.)も し、給電線が正確に 1/4波長の整数倍でないなら、アンテナの共振周波数は給電線によ

つてより高くまたはより低くシフトされる可能性があります。非整合の 1/4波長の整数倍で

ない給電線は、アンテナが共振していない周波数においてアンテナリアクタンスを打ち消す

ことができるリアクタンスを付加します。

アンテナの実際の共振周波数と違つた周波数でリアクタンスがゼロを横切る (共振を示す)

ところにおいて、マルチアンテナと給電線を組み合わせた共振が通常ダイポールで起こりま

す。

5.)も し、給電線が50オームで輻射や平衡電流がなく、また、給電線のロスが最小であれば、

給電線の別のポイントに測定器を移動させてもSWRの読みは変化がないでしょう。インピ

ーダンスと共振周波数は、給電線の変換効果により変化するかもしれませんが、SWRは変

化しないでしょう。

6.)も し、同軸給電線の長さ、設置場所、接地 (ア ンテナからの距離)によりSWRが変化する

ならば、給電線には次のいくつかの欠陥があります。

a.)給電線にコモンモー ド電流と輻射がある。

b.)給電線が50オームでない。

c.)給電線のロスが大きい。

4.3 同軸損失

2番目のメイン (または開始)モー ドは「Coax Loss」 です。MFJ-259Bを こ

のモー ドに切り替えると、同軸損失表示のステップになります。このモー ドでは、MF」 -25
9Bの LCDに は周波数と同軸損失が dBで表示されます。このモー ドでは、インピーダンスメ

ーターは動作しません。このモー ドでは50オームのケーブルを測定するように設計されていま

すが、50オームのアッテネーターの損失だけでなく、各種の 50オームの給電線変換器とチョ

ークパランの差動モー ドロスも測定できます。

警告 : 50オーム以外のインピーダンスを持つ通常の変換器や滅衰器、そして同軸ケープル

の測定は行わないでください。測定時には試験装置の反対側の端は開放回路、短絡回

路、または、純リアクタンスの終端をしなければなりません。減衰による抵抗損失は

実際より悪くなります。
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損失の測定 :

HFハ引F SWRAnalyzer

.)MF」 -259Bに 測定したい50オームのケーブル、減衰器、バランタイプの給電線、変

換器を接続してください。必ず、試験しようとする部品の速端には抵抗などで終端しないで

ください。

2.)MFJ-259Bの 電源を入れてください。ディスプレイに測定開始機能が現れたなら、モ

ー ドスイッチを 1回押してください。

4.4 キヤ′くシタンス

付起 : MF」 -2598は リアクタンスを測定して、リアクタンスをキャパシタンスに変換し

ます。リアクタンスが実際に誘導性か容量性かをMFJ-259Bで は決定できません。

通常、周波数を調整することにより、リアクタンスのタイプを決定することができます。

もし、周波数を高くしていつてリアクタンス (ディスプレイのXまたはメーターのイン

ピーダンス)が減少していけば、負荷は測定周波数において容量性です。もし、周波数

を低くしていつてリアクタンスが減少していけば、負荷は測定周波数において誘導性で

す。

「capacitance in pF」 が3番目のモー ドです。調整した周波数におけるキ

ヤパシタンスの値が測定できます。通常の測定範囲は数 pFか ら数千pFです。キャパシタンス

は測定したリアクタンス (X)と運用周波数を使つて計算できます。

MF」 -259Bで は、測定したリアクタンスがフオーム以下、または、650オーム以上で

あると測定値が不正確です。もし、装置のリアクタンスが不正確な範囲になると、「C(X<7)
[X]」 または「C(Z>650)」 がディスプレイに表示されます。測定の確度に問題があると

キヤパシタンス値はディスプレイに表示されません。

15.814 MHz  51

C=197 pF    Xc

4.0456 MHz

C(Z〉650)    Xc

3.)ディスプレイには、「Coax Loss」 が少 しの間表示されます。

Coax Loss

4.)この装置がカバーする周波数での損失をdBで読みます。

28.721 MHz

Coax Loss = 24dB

144.23 ‖Hz

Coax Loss = 0.6dB

4.0456 MHz

C(Xく 7)     Xc

4.0456 MHz

C(X=0)     Xc
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キヤ′1シタンスの測定 :

1.)MFJ-259Bの 電源を入れ、「Capac
に表示されるまでモー ドスイッチを押 します。

HF/VIIF SWRAnalyzer

itance in pF」 がディスプレイ

Capacitance

in pF

2.)アンテナ端子に、可能な限り短くしたリー ド線、または、実際に使用する回路と同じリー ド

線でコンデンサーを接続 します。

3.)レンジ警告が出ない範囲で、可能な限り使用する周波数に最も近い周波数に合わせます。C
(Z>650)の 警告 と C(X<7)の 警告 です 。 C(X=0)は 、 コ ンデ ンサー が MF」
-259Bに 対して完全に短絡していることを示します。

コンデンサーを測定しているとき、ディスプレイの表示が試験周波数とともにに変化する可能

性があります。これは、コンデンサーに直列に入つているアンテナ端子への接続線のインダクタ

ンスによって起こるものです。実効容量は周波数によって変化しませんが、しばしば浮遊のCの

値とdc、 または、低い周波数で大変異なることがあります。高い周波数で実効容量は増加しま

す。コンデンサーと浮遊インダクタンスが直列共振したとき、無限大の容量になります。

コンデンサーのインピーダンスとコンデンサーを接続するリー ド線により、(X=0)となる周

波数が直列共振周波数です。バイパスコンデンサーは、時々意図的に直列または自己共振周波数

に近いところで動作させますが、大抵の場合は直列共振周波数よりはるかに低い周波数で使用し

ます。

インピーダンスメーターには、コンデンサーのリアクタンスが、(Xォーム)で表示されます。

4.5 インダクタンス

注意 : MF」 -259Bは 、リアクタンスを測定し、そして、リアクタンスをインダクタン

スに変換します。MFJ-259Bは 、リアクタンスが実際に誘導性か容量性かは判

定できません。通常、周波数を調整することによってリアクタンスのタイプを判定し

ます。もし、周波数を高くしてリアクタンス (ディスプレイ上のXまたはメーターの

インピーダンス)が 4ヽ さくなれば、負荷は測定周波数において容量性です。もし、周

波数を低くしてリアクタンスが小さくなれば、負荷は測定周波数において誘導性です。

「 Inductanco in μH」 が3番目のモー ドです。調整することができる周波数

において、インダクタンスをマイクロヘンリー (μ H)で測定できます。通常の測定範囲は、0.

lμ H以上で最大60μ Hまでです。インダクタンスは、測定したリアクタンス (X)と 動作周

波数により計算されます。
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MF」 …259Bで は、測定したリアクタンスがフオーム以下または650オーム以上である

と、測定値が不正確になります。もし、装置のリアクタンスが不正確な範囲になれば、「L(X<
7)[X]」 または「L(Z>650)」 が表示されます。

15.814 MHz

L=0.513μ H

５

Ｘ

144.04 MHz

L(Z〉650)    XI

3.5456 MHz

L(Xく7)     XI

4.0456 MHz

L(X=0)   XI

インダクタンスの測定 :

1.)MF」 -259Bの 電源を入れ、次にディスプレイに

H」 が現われるまでモードスイッチを押します。

「 Inductance in

lnductance

in μH

2.)で きる限り短いリー ド線、または、実際に使用する回路と同じ長さのリー ド線でインダクタ

ンスをアンテナ端子に接続します。

3.)レンジ警告が出ない範囲で可能な限り使用する周波数に最も近い周波数に合わせます。L(Z
>650)と L(X<7)の 警告 です 。 L(X=0)は 、 イ ンダク ターが MF」 -2598

に対しほぼ完全な短絡状態を示し、測定するにはインダクターが小さすぎるか周波数が低す

ぎることを示します。

インダクターを測定するとき、試験周波数によつて、表示されたインダクタンス値が時々変化

するときがあります。これは、インダクターやアンテナ端子への接続線の浮遊容量によって起こ

ります。ラジオ周波数においてインダクタンスは多くの場合周波数によって変化し、また、多く

の場合dcまたは低い周波数のacの値に誤差が出ます。

インピーダンスメーターは、インダクターのリアクタンス (Xオーム)を表示します。

注意 : インダクターの設計と同様に、リー ド線の長さや設置位置は、インダクタンスの読みや

回路の動作に影響を与えます。周波数を高くすると、インダクタンスは通常増加します。

ある周波数において、インダクターはしばしばリアクタンスが無限大になり開放回路に

なります。また、別の周波数では短絡状態になります。

5.0 ア ドバ ンス (上級)操作

警告 : 本製品のアンテナ端子には、決 してRFまたはその他の外部電圧を加えないて下さ

い。本製品には、ゼロバイアス検波ダイオー ドを使用しているので、数ボル トを超

える外部電圧により簡単に破損 します。
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ア ドバンス (上級)モー ドには、ゲー トボタンとモー ドボタンを同時に数秒押すと移行できま

す。ボタンを離すとア ドバンスの表示が現れます。ア ドバンスメニューからは、次のモー ドが利

用可能です。

インピ

リター

故障点

共振

一ダンス

ンロスと反射係数

までの距離

送信効率

5.1 序説

MF」 -259Bは 、ア ドバンスモー ドで故障点までの距離、インピーダンス、リアクタンス、

抵抗、そして定在波比 (SWR)を 測定できます。

また、SWRを 表現するためによく使われる他の項目も測定、表示できます。これら難解なS
WRの表現には、リターンロス、反射係数、そしてシステムにおける皮相電力の送信電カパーセ

ンテージも含まれます。これら項目のいくつかは、システムの中で実際に起こつていることを説

明する必要がない名称なので紛らわしいです。特別なモー ドで提供された情報に不慣れな人が、

これらを使用しないよう強く勧告 します。

SWR
58  ●6  76 a395   12.0  1`0200

SWR、 インピーダンス値、インピーダンス位相角

SWR、 リターンロス、インピーダンス、反射係数

SWR、 インピーダンス、故障点までの距離

SWR、 抵抗とリアクタンス

SWR、 インピーダンスと皮相電力の進行波電カパ

ーセンテージ

REFLECr10N COEFFiCENT

POWER題 ビuCl■D(%)

RETURN LOSS(dB)

POWERIRANSniIDく %)=MAl℃HJギiCttNCY(%)

TRANSMISS10N:′OSS(d3)

17



MF」‐259B Instrucion Manual HF/VHF SWRAnalyzer

MF」 -259Bに は、プリッジの各辺を横切る電圧検波器が付いた50オームブリッジが含

まれています。8ビットのマイクロコントローラーがこれらの電圧を処理し、電圧から有用な情

報を導き出して計算式に適用します。基本的な計算処理は、抵抗、リアクタンス、SWRそ して

合成インピーダンスです。精度を競うモー ドでは、システムが自身を相互チェックし、最も信用

できる情報の加重平均を出力します。システムは8ビットのA― D変換器とデーター処理の制約

を受け、一部のデーターのジャンプは検出した電圧の変換最下位ビットのエッジで発生します。

本製品が可能な限り正確になるように、いくつかの計算式には平方と他の高次関数を取り入れ

ています。検出器の分解能は約 1/2パーセントです。そして、可能な限り最も直接的な計算をし

ています。やはり、特定のインピーダンス値でいくらかのエラーが出ることは避けられませんb

MF」 -259Bが 提供する複雑な処理を理解するには、給電線とアンテナの振る舞いや技術

の基本の理解が非常に重要です。ARRLハ ンドブックにおける多くの解説は有用で、恐らくア

マチュアの応用には十分でしょう。未編集や自己出版のアマチュアハンドブック、文献は避け、

専門書と対比してください。複雑な疑問や重要な情報については、専門技術者が書いた本やレビ

ューした本の利用を勧めます。

5.2 -般 的な接続 ガイ ドライ ン

MF」 -259Bの 上部の「ANTENNA」 端子 (SO-239型 )は、RF測定の出力端

子です。この端子は、周波数カウンターモー ドを除いて、SWRまたはその他のRFイ ンピーダ

ンス測定に使用します。「ANTENNA」 端子には、50オームにおいて約+7 d Brn(～ 0.

5ボル トRMS)の 出力があり、信号源の内部抵抗が50オームです (開放回路～ 1ボル トRM
S)。 高周波は、MF」 -259Bの 使用範囲において25dB以 下です。VFOは安定化されて

いませんが、粗な信号源として利用できます。

「ANTENNA」 端子は負荷と直流分離されていないので、外部電圧が直接内部の検波器に

加わります。

警告 : 決してアンテナ端子に外部電圧またはRF信号を加えないてください。この端子は

ESDから保護してください。

RF接続は適切に行つてください。部品や非50オームのシステムを測定する場合は、可能な

限リリー ド線を短くしてください。50オームのシステムを測定するときは、接続用給電線がイ

ンピーダンスやSWRに変化を与えます。誤差を避けるために、品質が既知の50オーム同軸ケ

ーブルを適切に使用してください。

5.3 インピーダンス (値)モー ド

ア ドバンスメニューの最初のモー ドはインピーダンスです。ディスプレイに開始の表示が次の

ように現れます。

18
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lMPEDANCE

Z=mag, θ=phase

このモー ドでは、MF」 -2598の LCDに周波数、インピーダンスまたはZの値 (オーム)

とインピーダンスの位相角 (θ )を表示します。メーターには、SWRと インピーダンスが表示

されます。最大のインピーダンス限界は650オームにセットされており、ディスプレイに (Z

<650)が 表示されます。

28.814 MHz    3.6

Z=87Ω θ=53・ SWR

4.0456 MHz  >25

(Z>650)  SWR

注意 : 端子の浮遊容量 (4.4pF)は 、60MHzよ り高い周波数において、650オーム

より低くなります。この小さな浮遊容量は、高い周波数の測定に影響はなく、VHFに
おいて数百オーム以下のインピーダンス誤差が現れる程度です。

5.4 リターンロスと反射係数モー ド

リターンロスと反射係数モー ドは、ア ドバンスモー ドの 2番目のモー ドです。このモー ドにす

るには、ア ドバンスモー ドに入つた後に、モー ドボタンを一度押します。また、どんなモー ドに

なっていても、リターンロスと反射係数がディスプレイに表示されるまでモー ドボタンを押 し続

けると、ア ドバンスモー ドを経由してこのモー ドにすることができます。

Return Loss &

Refiection Coeff

リターンロスと反射係数モー ドでは、リターンロスをdBで、電圧反射係数を%で、LCDに
測定値が表示されます。メーターには、SWRと インピーダンスが表示されます。

このモー ドの利用においては、負荷をアンテナ端子に接続し周波数を目的の周波数レンジに合

わせて、MF」 -259Bの LCDとパネルメーターに表示される結果を読み取ります。

14.159 MHz

RL=48dB ρ=0

Ｏ

Ｒ

・

Ｗ

ｌ

Ｓ

144.23 ‖Hz

RL=9.6dB p=32

９

　
Ｒ

・

Ｗ

ｌ

　
Ｓ

5.5 故障点までの距離モー ド

故障点までの距離モー ドは、ア ドバンスモー ドの 3番目の測定モー ドです。このモー ドは、ケ

ーブルの長さを決定したり、開放または短絡された接続点までの距離を測定したりするのに有用
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です。このモー ドにするには、アドバンスモー ドに入つた後に、モードボタンを三度押して離し

ます。また、(他のアドバンスモー ドの状態で)ディスプレイ表示に「Distance to F
ault」 (または他の目的の機能)が現れるまでモー ドボタンを押し続けると、アドバンスモー

ドを経由してこのモー ドにすることができます。

Distance to

Fault in feet

平衡給電線を使用する場合は、MF」 -259Bを 内蔵電池で動作させてください。MFJ一
259Bは 他の導体や地面から数フィー ト離し、他の導体 (ス タブ以外)を この製品に接続しな

いでください。アンテナ端子のシール ドを片方の線に接続し、端子の中心ピンをもう一方の線に

接続してください。2線式平衡給電線は、金属物や地面から数フィー ト離して直線に引き伸ばさ

なければなりません。

同軸線は、床に積み重ねたり巻いて置いたりすることができます。MF」 -2598は 、内蔵

または外部電源を使用することができ、大きな金属物の上や傍に置いても悪影響はありません。

同軸給電線は、シール ドを接地して並列に接続してください。

故障点までの距離モー ドでは、給電線の故障点や誤終端箇所までの電気的距離をフィー トで計

測できます。電気的距離に、給電線の速度係数を乗じることによって、物理的距離を得ることが

できます。

このモー ドでは、誤終端または故障が周期的な周波数に敏感でなければならないという1つの

制約があります。例えば、このモー ドでは、すべての周波数で短絡または開放が現れるリモー ト

選択回路 (ア ンテナチューナーに結合した標準的リンクのように)に対する距離を見つけ出せま

す。ただし、フィルターで阻止された帯域上での試験周波数無しでは、日―パスフィルターまで

の距離を確実に見つけ出せません。このモー ドでは、誤終端がほぼ実抵抗分であれば適切に動作

しますが、負荷のリアクタンス分が多い場合は確実な動作をしません。

信頼性を確保するために、少なくとも 1オクターブ離れた異なるスター ト周波数において、 2

またはこれ以上の測定グループを作つてください。もし、計測距離が同じであれば、これはほぼ

確実に信頼性が非常に高くなります。距離を確認するために使用するより多くの基本周波数は、

距離が正しいことをより多く保証することになります。

故障点距離の測定

1.)イ ンピーダンスメーターの振れができる限 り小さくな り、MFJ-259Bの LCDに 表示

されるリアクタンスが最小、または、 リアクタンスがゼロを横切るところに周波数を合わせ

ます。 リアクタンスがゼロを横切る周波数は、MF」 -259Bが より高い周波数またはよ

り低い周波数に調整されているときに リアクタンスが上昇する周波数です。
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21.324 MHz  lst

DTF   X=0

HF/VHF SWR Analyzer

39.756 MHz   2nd

DttF   X=202

1.8950 MHz   Z>25

R[Z〉 650] [X]  SWR

アンテナが実際に共振 しない周波数で起 きることがあ

21

2.)「 GATE」 ボタンを押してください。「lst」 の点滅が「2nd」 の点滅に変わります。

21.324 MHz  2nd

D丁F    X=0

15.814 MHz  2.4

R=63 [X=51]  SWR

3.)イ ンピーダンスメーターが 2番目に最小となるインピーダンスとLCDに表示されるリアク

タンスがゼロを横切るか、または、可能な限り最小となるようにアナライザーの周波数を高

くしたり低くしたりして調整します。

68.51l MHz  2nd

DttF    X=1

4.)「 GATE」 ボタンを再び押すと、ディスプレイに距離がフィートで表示されます。

Dist.  to  fault

10 ft x Vf

フィー ト距離にケーブルの速度係数を掛けてください。その結果がフィー トでの物理的距離で

す。

例 : MFJ-259Bが 13フ ィー トを示し、ケーブルが速度係数0.80の 標準発泡体ケ

ーブルとする。 13掛ける0.80は 10.5フ ィー トとなる。結果は約 10.5フ ィ

ー ト先である。

5.6 共振モー ド

Resonance mode

丁une for X=0

共振モー ドは、主にリアクタンスに着目してインピーダンスメーターにリアクタンスを表示し

ます。このモー ドでは、周波数、SWR、 抵抗 (R=)、 そしてリアクタンス (X=)を測定でき

ます。リアクタンスがゼロのとき、システムが共振していると言います。

付記 : ゼロリアクタンスまたは共振は、
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ります。逆に、給電線を通して測定したときに、アンテナが正しく共振している周波数

においても、リアクタンスが含まれて現れる場合があります。

完全に整合されていないアンテナと給電線は、正確に 1/4波長の整数倍 (0、 1/4、 1/2、

3/4等)でない給電線を使用した場合、給電線によってリアクタンスが付加されます。付加され

たリアクタンスは、同時にアンテナのリアクタンスをキャンセルしシステムを共振させます。も

し、給電線が最小のロスでコモンモー ドの電流が流れない50オームの給電線であれば、システ

ムのSWRは、給電線の長さを変えても変化しません。これはまた、共振周波またはリアクタン

スを変えても同じです。

このモー ドの機能は、インピーダンスメーターでリアクタンスを測定する場合を除き、他のS
WRおよびインピーダンスモー ドと同じです。これによって、システムのリアクタンスがゼロを

横切る周波数を容易に見つけることができます。

5。 7 送信電力効率

送信電力効率モー ドは、ア ドバンスモー ドで利用可能な最後の測定モー ドです。このモー ドに

は、(ア ドバンスモー ドメニューに入つてから)モー ドボタンを4回押して離すことにより到達で

きます。また、(他のすべてのア ドバンスモー ドのように)ディスプレイに「% Transmi
tted Power(送 信電力効率)」 が表示されるまでモー ドボタンを押すことによって、ア

ドバンスモー ドを経由してこのモー ドに到達できます。

% 丁ransmitted

Power

送信電力効率は、

ターが「% Tra
SWRを表現する別の方法です。

nsmitted Powor」

これは、不整合ロスと同様に、SWRデ ー

として表現されます。

注意 : 『% Transmitted Power」 という名前は、SWRや システム内の

エネルギー転送に馴染みがないため戸惑いを与えるかもしれません。たとえ「% T
ransmitted PowerJが 送信された電力のほぼゼロパーセントと表示

されたとしても、「Transmitted」 電力または負荷へ転送された電力がほぼ

100%に なり得ます。逆に、「96 Transmitted Power」 がほぼ 1

00%と測定されても、実際の送信電力は非常に小さいかもしれません。

1.8963 MHz    3.1

Power= 74%    SWR

50.097 MHz    l.3

Power= 98%    SWR

29.538 MHz   〉25

Power〈 15%   SWR

6.0 単純なアンテナの調整
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ほとんどのアンテナは、素子の長さを変化させることによって調整できます。自作アンテナの

大半は簡単に調整できる単純な垂直アンテナかダイポールです。

o.1 ダイポール

ダイポールは平衡アンテナなので、給電点にバランを置くのがよいでしょう。バランは、同軸

ケーブルを数インチの直径で数回巻いた簡単なものや、フェライ トコアに多くの巻線を巻いた複

雑なものもあります。

ダイポールの高さは、その周囲の環境と同じように、給電点インピーダンスや給電線のSWR
に影響を与えます。50オームの同軸ケーブルを使用した設備では、一般的な高さで、SWRは
1.5以下から1になります。

一般的に、ダイポールの調整は長さだけで可能です。もし、アンテナが長すぎると共振周波数

は低くなり、短すぎると共振が高くなります。

アンテナが給電線と正確に同じインピーダンスでないときに、給電線の長さが給電線に沿つて

インピーダンスを変化させることを覚えておいてください。(給電線を長くするにつれて、SWR
が少し低下する場合を除き)給電線が高品質の50オームケーブルであるなら、SWRは一定に

なります。ある固定した周波数で、給電線の長さによってSwRが変化するならば、給電線にア

ンテナから離調するコモンモー ド電流が流れているか、給電線が50オームでない場合です。コ

モンモー ド電流の発生の原因は、バランを付けていないか、または、他の設備の不良です。

6.2 バーチカル

バーチカルは通常不平衡アンテナです。多くのアンテナメーカーは、間違つて接地型パーチカ

ルでの良好なラジアルの必要性を重視していません。良好な接地システムがあると、直接給電 1/
4波長バーチカルのSWRはほぼ2～ 1です。接地システム (お よび、この動作)が十分でなく

てもSWRを改善することはできます。

パーチカルはダイポールのように同調し、エレメントを長くすると周波数が低くなり、エレメ

ントを短くすると周波数が高くなります。

0.0 単純なアンテナの同調

SWRを表示するいずれかのモー ドを選択します。50オームの同軸ケーブルで給電している

基本的なアンテナの調整は、次の手順で行います。

1.)給電線の中心導体とシール ド間を瞬間的に短絡し、MF」 -259Bに 給電線を接続します。

2.)MFJ-259Bの 周波数を目的の周波数に合わせます。
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3.)SWRを 読み、最小のSWR値が見つかるまでMFJ-259Bの 周波数を調整します。

4.)測定周波数を目的の周波数で割ります。

5.)現在のアンテナ長に、ステップ4の結果を掛けます。これが実際に必要となるアンテナ長の

近似値です。

付記 : この調整方法は、ローディングコイル、 トラップ、スタブ、抵抗、キャパシターまたは

キャパシターハットを使用しないフルサイズのパーチカルまたはダイポールアンテナの

みに適用できます。これらのアンテナは、メーカーの取扱説明書に従い、MF」 -25
9Bで試験しながら目的のSWRが得られるまで調整してください。

710 同ヨスタブと給電線の調整

7.1 スタプの試験

任意のインピーダンスのスタブまたは給電線の共振周波数を測定することができます。メイン

メニューで最初 (または開始)の測定モードを選択してください。

試験 す るス タ プをMF」 -259Bの 「 ANTENNA」 端子 に接続 して くだ さい。

付記 : 1/4波長の奇数倍スタブ (すなわち、 1/4、 3/4、 1-1/4等)は給電線の遠端を

開放し、1/2波長の整数倍スタブ (同様に、1/2、 1、 1-1/2等 )は遠端を短絡し

てください。

平衡給電線を使用するときは、MF」 -259Bを 内蔵電池のみで動作させてください。MF
J-259Bは 他の導体または大地から数フィー ト離し、本装置にはいかなる線 (給電線以外)

も接続しないでください。アンテナ端子のシール ド側に一方のリー ド線を接続し、中心ピンにも

う一方のリー ド線を接続してください。2線平衡給電線は、大部分を直線に延ばして金属物や接

地から数フィー ト離して吊り下げてください。

同軸給電線は、床の上に重ねて置いたり巻いたりして置くことができます。MF」 -259B
は内蔵電池または外部電源のどちらでも使用可能で、また、大きな金属物の近くに置いても悪い

影響はありません。同軸給電線のシール ドは通常接地します。

クリチカルなスタプの同調をとるときは、周波数を徐々に調整します。給電線またはスタプの

調整は次の方法で行ないます。

1.)目 的の周波数と給電線またはスタプの理論長を決定します。

2.)ス タプを計算した長さより20パーセント長くします。そして、 1/2波長 (ま たは、 1/
2波長の整数倍)のスタブまたは給電線の速端を短絡します。 1/4波長または 1/4の奇数
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倍の給電線またはスタプの速端を開放 したままにしておきます。

HF/VIIF SWRAnalyzer

3.)最 も小さい抵抗値とリアクタンスまたは最も小さいインピーダンスである周波数を測定しま

す。うまく同調させるために、「X■ ?」 の表示のみを見ます。可能な限り、X=0またはX

=0に近づくように合わせます。計算した長さで計画したとおりの動作をしていれば、周波

数は目的の周波数より約20%低 くなっているはずです。

4.)測定した「X」 最小の周波数を目的の周波数で割ります。

5.)目 的の長さを見つけるために、その結果に給電線またはスタプの長さを掛けます。

6.)ステップ5で計算された長さにスタプを切り、目的の周波数で最小の「X」 であることを確

認します。

7.2 給電線の速度係数

MF」 -259Bは どんな給電線の速度係数も正確に決定することができます。ア ドバンスモ

ー ドメニューの3番目の測定モー ド、故障点までの距離モー ドを選択してください。このモー ド

には、ア ドバンスモー ドメニューに入つてから「MODE」 ボタンを2度押して離してください。

また、(他のア ドバンスモー ドと同様に)ア ド′ヽンスモー ドを経由して、ディスプレイに「Dis
tanco to Fault in feet」 の表示が出るまで「MODE」 ボタンを押す

ことによつて到達できます。

Distance to

Fault in feet

もし、平衡給電線を使用する場合は、MFJ-259Bを 内蔵電池のみで動作させます。MF
」-259Bは 他の導体または大地から数フィー ト離し、本装置にはいかなる線 (ス タブ以外の

もの)も接続しないでください。アンテナ端子のシール ド線に一方のリー ド線を接続し、中心ピ

ンにもう一方のリー ド線を接続します。2線平衡給電線は、直線に延ばして、金属物または接地

から数フィー ト離して吊り下げる必要があります。

同軸給電線は、床の上に重ねたり巻いたりした状態で置くことができます。MFJ-259B
は、内蔵電池または外部電源のどちらでも利用可能で、大きな金属物の上や近くに置いても悪い

影響なく使用できます。同軸給電線のシール ドは通常接地します。

故障点までの距離モー ドは、給電線の電気的長さを測定します。速度係数を得るためには、給

電線の物理的長さを知る必要があります。もし、距離が75フ ィー トと表示され、給電線の実際

の長さが49.5フ ィー トであれば、速度係数は49.5を 75で割り、結果は0.66vFと
なります。

25
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二塁 : 給電線の遠端は開放しても短絡してもかまいません。給電線には、開放、短絡以外のど

のようなインピーダンスのものも終端しないでください。

信頼性を確認するために、少なくとも 1オクタープ離れた異なるスター ト周波数で測定する2

またはそれ以上のグループをつくる必要があります。結果を確認するために使用する基本周波数

が多ければ、結果が正しいことに対するより多くの確証が得られます。

速度係数の測定 :

1.)イ ンピーダンスメーターが可能な限り最小の振れになり、MFJ-259Bの LCDに表示

されるリアクタンスが最小になるか、リアクタンスがゼロを横切る周波数を選択します。リ

アクタンスがゼロを横切る (または、リアクタンスが最小の読みになる)点は、MF」 -2
59Bを さらに高いかさらに低い周波数に調整したとき、リアクタンスが大きくなる点です。

21.324 MHz    lst

DttF  X=0

2.)「 CATE」 ボタンを押してください。「 lST」 の点滅が「2nd」 の点減に変わります。

21.324 MHz   2nd

DttF   X=0

)イ ンピーダンスメーターの読みが最小に近 くなるまで、そして、LCDに表示されるリアク

タンスが再びゼロを横切るところまで、アナライザーの周波数を高くしたり低 くしたりして

調整してください。ゼロ以外で数オームの最小値であれば許容されます。

68.51l MHz   2 nd

DTF    X=1

4.)「 GATE」 ボタンを再び押してください。距離がフィートでディスプレイに表示されます。

Dist.  to  fault

10   ft x Vf

次の手順で利用してください :

1.)給電線の物理的長さをフィー トで測つてください。

2.)ディスプレイの読み値を実際の給電線の長さで割つてください。

例 : 27フ ィー ト (物理長)割る33.7フ ィー ト (測定長)は、0.

80または80%。

39.756 MHz   2nd

DTF    X=202

3.

80。 速度係数は、0.
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7.3 給電線またはビバレッジアンテナのインピーダンス

給電線インピーダンスが数オームから650オームの間は、MF」 -2598で 直接測定でき

ます。高インピーダンスの給電線は、広帯域 トランスまたは抵抗を使用することで、MFJ-2
59Bの測定範囲を拡げて測定できます。抵抗 (R=)と リアクタンス (X=)を表示する測定

モー ドを選択します。

もし、平衡給電線を使用する場合は、MFJ-259Bを 内蔵電池のみで動作させます。MF
」-259Bは 他の導体または大地から数フィー ト離し、本装置はいかなる線 (給電線以外のも

の)を接続しないでください。アンテナ端子のシール ド線に一方のリー ド線を接続し、中心ピン

にもう一方のリー ド線を接続します。2線平衡給電線は、かなりの部分を直線に延ばして、金属

または接地から数フィー ト離して吊り下げる必要があります。

同軸給電線は、床の上に重ねたり巻いたりした状態で置くことができます。MFJ-259B
は、内蔵電池または外部電源のどちらでも使用可能で、大きな金属物の上や近くに置いても悪い

影響なく使用できます。同軸給電線のシール ドは通常接地します。

ビパレッジアンテナは、直接MF」 -259Bに 接続する必要があります。

固定抵抗を使用する場合 :

1.)給電線またはアンテナを予想される値に近い無誘導抵抗で終端します。

2.)給電線またはアンテナを直接MFJ-259Bの 「ANTENNA」 端子へ接続します。最

も小さい抵抗値と最も小さいリアクタンスが測定できるまで、周波数 (予想される動作周波

数の近く)を調整します。

3.)イ ンピーダンスの値を記録します。

4.)最も大きい抵抗値と最も小さいリアクタンスが測定できるまで周波数を調整します。

5.)最大の抵抗値に最小の抵抗値を掛けて、その結果の平方根を求めます。

例 : 最大抵抗値が600オームで最小値が400オーム。400x600=240, 000。
240, 000の 平方根は490。 インピーダンスは490オーム。

可変抵抗器または抵抗ディケー ドボックスを利用する場合 :

1.)MFJ-259Bを システムの一端に接続します。(こ の場合、広帯域のマッチング トラン

スを使用することができます。)
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2.)周波数を合わせてSWRの変化のみに注目します。

3.)動作周波数の付近で、周波数を大きく変えてもSWRが可能な限リー定になるように、終端

抵抗を調整します。

4.)終端抵抗の抵抗値がシステムの波動インピーダンスになります。

7, 4 チユーナーの調整

MF」 -259Bは チューナーの調整に使用できます:MFJ259Bの 「ANTENNA」
端子に、チューナーの50オーム入力を接続し、目的のアンテナを通常のチューナー出力に接続

してください。この接続においては、端子の絶縁が50dB以 上であるスイッチを使用すること

によって、手動のRFスイッチを迅速に切り替えすることができます。

董豊 : 常にチューナーにスイッチの共通端子 (回転接点)を接続してください。スイッチ

には、MFJ-259Bま たはチューナーヘの無線局機器のいずれかを接続しなけ

ればなりません。送信装置を決してMFJ-259Bに 接続してはいけません。

1.)MF」 -259Bを チューナーの入力に接続します。

2.)MFJ-259Bの 電源を入れ、目的の周波数に合わせます。

3.)SWRが 1(1:1)に なるようにチューナーを調整します。

4.)MFJ-259Bの 電源を切つて、送信機を再接続します。

フ.5 アンプの整合回路の調整

MF」 -259Bは 、RFア ンプまたは他の整合回路を動作電圧を供給することなく試験、調

整することができます。

真空管や他の部品を所定位置のままで、浮遊容量が変化しないように接続します。

入力回路を測定するために、各真空管の励振インピーダンスにほぼ等しい無誘導抵抗を各真空管

の陰極とシャーシの間に取り付けます。

タンク回路を測定するために、計算上の真空管の動作インピーダンスに等しい抵抗を陽極から

シャーシに短いリー ド線で接続します。

アンテナリレー (内蔵の場合)を小さな電力供給で動作させます。アンプの外部RF入力端子

と出力端子をアンプの整合回路に接続します。
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この適切な回路によって調整が可能です。動作周波数において、システムのQに対する適切な

キヤパシタンス容量により、アナライザーが 50オームと1:1の SWRを 示したとき、この回

路は動作しています。

豊豊 : 多くのアンプの動振インピーダンスは、励振レベルによって変化します。MF」 -2
59Bの低いレベルのRF信号で、真空管を使用した入力回路の運用状態における調

整は行なわないでください。

7.6 RFト ラ ンスの試験

巻線にて25-100オ ームの終端で動作するように設計されたRFトランスは、MFJ-2
59Bで試験することができます。

25か ら100オームの巻線は、非常に短い (1電気角より短い)50オ ームのケーブルでM
F」 -259Bの 「ANTENNA」 端子に接続します。もう一方の巻線は、目的の負荷インピ

ーダンスに等しい無誘導抵抗で終端します。MF」 -259Bは 、目的の トランスの周波数範囲

で掃引することができます。RFトランスのインピーダンスと帯域幅が測定できます。

トランスの効率は、MF」 -259Bか らの信号源電圧と負荷電圧を比較し、標準の電カレベ

ル換算を利用することによって測定することができます。

フ.7 バランの試験

バランは、MF」 -2598の 「ANTENNA」 端子に50オームの不平衡側を接続するこ

とにより、試験することができます。バランは直列にした 2つの同じ値の負荷抵抗で終端する必

要があります。抵抗の組合せは、バランのインピーダンスの合計に等しくなければなりません。

例えば、4:1バラン (50オーム入力)の 2次側 200オームを適切に試験するには、100
オームのカーボン抵抗の対が必要です。

ジヤンパー線を「A」 点から「 C」 点へ動かしながらSWRを 測定します。

To the MF3-259B's
"ANttENNA"
connector

Clip Lead

BALUN

）
Ａ

　

Ｃ

（

VVV「
BI

、AAA″

適切に設計された電流バランは、電流バランスを保つのに最も効果を発揮します。これは、ま

た、耐電力量が大きく損失も小さいと言えます。クリップ付リー ド線を3点のどこにつないでも、



MF」‐259B Instruction Manual

バラン全体の動作範囲内で低いSWRを 示します。

IIF/VIIF SWRAnalyzer

正しく設計された電圧バランは、クリップ付リー ド線を「 B」 点につないだときに、全体の動

作範囲の中で低いSWRを 示します。クリップ付リー ド線を「A」 点と「 B」 点につないだとき

はSWRが 良くありません。「A」 点または「 C」 点のどちらかにつないだときSWRは ほぼ同じ

値になります。

電圧バランは、2つの抵抗の外側の接続を外して、各抵抗を並列に接続 し試験 します。もし、

電圧バランが正しく動作していれば、接地した抵抗を出力端子のどちらに接続 してもSWRは 非

常に低くなります。

TO the MFJ‐ 259B's
"ANttENNA"
connector

71 8 RFチ ョークの試験

大きなRFチ ョークは、通常、分布容量とインダクタンスによる低いインピーダンスの直列共

振周波数を持つています。この直列共振は、チョークの L回路が背中合わせで直列になったよう

に動作するために起こります。これらは、3つの問題を起こします。

第 1に、チョークの端から端までのインピーダンスが非常に低くなります。

第 2に、共振点の中心電圧が非常に高くなり、しばしば激 しい放電を起こします。

第 3に、巻線の電流が非常に大きくなり、しばしば激 しい発熱を起こします。

やつかいな直列共振は、運用場所にチョークを取り付け、そして、短い50オームのジャンパ

ーケーブルを通した端にMFJ-259Bの みを接続することにより見つけられます。ゆっくり

とチョークの利用周波数範囲を掃引し、インピーダンスのディップ点を見つけることによって、

低インピーダンスの直列共振周波数を見つけることができます。小さな絶縁 ドライバーの先をチ

ョークに沿つて動かすことにより、直列共振インピーダンスが突然変化する点を見つけられます。

これが高電圧の場所であり、この場所に小容量のキャパシタンスを追加または減少させてみると

大きな効果が得られます。キャパシタンスを減らすために巻線を外すか、この点に容量性スタブ

を追加することによつて、共振を目的の周波数範囲の外に移すことができます。

インダクタンスを小さく変化させるよりも、キャパシタンスを少し変化させる方がより大きな

効果が得られます。何故ならば、Lと Cの比が非常に大きいからです。
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8.0 技術的支援

HF/VIIF SWRAnalyzer

もし、本製品に問題が起きたなら、最初に本説明書の該当する章をチェックしてください。こ

れが説明書を参照することができない問題や、説明書を読んでも解決できない問題であれば、M
FJの 技術サ ー ビス 601-323-0549、 また は MF」 の工場 601-323-5869
へ電話してください。MFJの 技術者がたずねる質問に答えられるように、本製品と取扱説明書、

貴局のすべての情報を用意 してください。

また、質問をMF」 に手紙で送ることも、 FAXで送ることも、電子メールで送ることも可能

です。手紙 :MFJ Enterprises, inc., 300 1ndustrial Park Road, Starkvi‖ e, MS 39759 FA

X:601-323-6551 メール :techinfoい fjenterprises∞m 問題の詳細と本製品をどの様に使用

しているかの正確な説明と貴局の詳 しい情報を送つてください。

ZγttF SttPんηレγ

MoごθJ yFJ-259B

本取扱説明書 (訳)は、個人が私的に利用する目的で翻訳したものです。誤訳等があるか :

もしれませんので、これを利用する場合は自己責任で活用してください。また、本説明書 (訳):
は、MFJの承認を得ていませんので転載はご遠慮ください。  」A3WUI Tonam :
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